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出発前後の国内研修 

  

 

 

 ウガンダの日常 



 

派遣前研修 

日時： 2024年 6月 15日（土）・16日(日)10：00～17：00 

会場： JICA筑波   

対象： 教師海外研修参加教員 

目的 

AM 

（1） JICAの事業について理解を深める。 

（2） 教師海外研修の目的・内容について理解を深める。 

（3） 研修国の概要を知る。 

（4） 渡航に必要な諸手続きについて理解し準備する。 

PM 

（1） 国際理解教育の専門家によるワークショップを通じて、国際理解教育の視点や特

徴について学ぶ。教師海外研修の目的・内容について理解を深める。 

（2） 国際理解教育/開発教育の実践について、講師や他の参加者と意見交換・情報共

有をし、研修内容の深化を図ると共にネットワークを構築する。 

 

1日目：6月 15日(土) 
 開始 終了 内容 担当 

午前 

10:00 10:15 

開会 

 挨拶（JICA筑波 所長 高橋 亮） 

 参加者、関係者自己紹介 

 本日のねらいとプログラム説明 

SALASUSU 張 梨香 

10:15 10:30 JICA及び JICA筑波 事業概要 
JICA筑波 連携推進課 

西岡 美紀 

10:30 10:45 ウガンダ国協力概要について 
JICAアフリカ部 

宮崎 充正 

10:45 11:30 

出発に向けた準備・確認 

 海外研修日程・準備・役割について 

 研修中のルール作り 

 研修国滞在中の留意事項確認 

 健康管理情報、予防接種など 

JICA筑波 連携推進課 

西岡 美紀  

11:30 12:15 
JICA研修員によるウガンダ語レッスン及

び交流 

JICA筑波 

ウガンダ出身研修員 

12:15 13:00 昼休み  

午後 

13:00 17:00 
国際理解教育実践セミナー 

※詳細は別ページ 

NIED・国際理解教育セ

ンター 久世 治靖 氏 

17:00  終了  

17:10 18:00 

教員向け JICA海外協力隊募集説明会 

 開会・現職参加者 体験談（1名） 

 JICA 海外協力隊 現職参加制度につ

いて 

 座談会/個別相談 

JICA筑波 連携推進課 

荒井 英恵 
 



 

2日目：6月 16日(日) 
 開始 終了 内容 担当 

午前 

10:00 10:05 
開会 

本日のねらいとプログラム説明 
SALASUSU 張 梨香 

10:05 10:35 訪問先情報 
JICA筑波 連携推進課 

西岡 美紀 

10:35 11:05 JICA海外協力隊 協力隊体験談 
JICA筑波 研修業務課 

研修指導者 宮本明徳 

11:05 11:25 

2015年度ウガンダ教師海外研修参加者

による研修体験談 

2023年度ラオス教師海外研修参加者に

よる研修の学びや授業への活かし方につ

いての講話 

牛久栄進高等学校 

近藤高広さん 

（２015 年ウガンダ教師海外研修参

加者） 

合戦場小学校  

越沼有子さん 

（2023年ラオス教師海外研修参加

者） 

11:25 12:30 

研修準備 

①交流授業について 

②2023年度教師海外研修（ラオス）参加

者による研修体験談 

③質疑応答（座談会形式） 

④役割分担決め 

［過年度参加者］ 

大竹（石塚）美香さん、

大竹弘人さん、佐藤洋

平さん、近藤高広さん、

鈴木貴裕さん、野村直

子さん 

（2015 年ウガンダ教師海外研修参

加者） 

越沼有子さん、白澤拓

也さん、樽井里実さん、

土屋啓一さん 

（2023年ラオス教師海外研修参加

者） 

12:30 13:30 昼休み  

午後 

13:30 15:30 交流授業案作成 

SALASUSU 張 梨香 

JICA筑波 連携推進課

西岡 美紀 
 

15:30 15:50 休憩 

15:50 16:50 研修準備計画作成 

16:50 17:20 事務連絡 
 

17:20 17:30 アンケートなど 

17:30  終了 

 

  



 

＜研修の様子＞ 

         

     

第一回 国際理解教育実践セミナー 
 プログラム 担当 

1 開会／ねらいの確認 

久世 治靖 氏 

特定非営利活動法人 NIED・国

際理解教育センター 

2 アイスブレイク 

• 何でもバスケット 

• 名刺で自己紹介 

3 国際理解教育って何？ 

• 国際理解教育テーマ出し 

（ブレインストーミング） 

• より良い聞き方（経験学習の４段階） 

4 人権ワークショップやってみた！ 

• マラウイ・クイズ（フォトランゲージ） 

• 絶対的貧困とは 

• 貧困の輪 

5 環境ワークショップもやってみた！ 

• 野生動物が絶滅すると（派生図） 

• オランウータンが大変（因果関係図）  

• ３つの暴力 

• 課題を解決する９つの方法（ランキング） 

6 ふりかえり（学びとこれから） 

＜セミナーの様子＞ 

         



 

派遣後研修・第 2回国際理解教育実践セミナー 

日時： 2024年 8月 26日（土）10：00～17：00 

会場： JICA筑波  

対象： 教師海外研修参加教員、教員、大学生、NGO/NPOスタッフ、JICA海外協力隊経験者、 

     国際理解教育の実践に関心のある方など 

 

目的 

 教師海外研修参加教員の報告を通して、筑波 JICAの海外研修やウガンダに対する理解を

深め、国際理解教育／開発教育に活用できる情報を得る。 

 ワークショップを通して、授業作り・教材作りのコツを学ぶ。 

⚫ 国際理解教育／開発教育の実践について、発表者や他の参加者と意見交換・情報共有を

し、ネットワークを構築する。 

開始 終了 内容 詳細 

13:00 13:05 開会挨拶 
 

13:05 13:15 海外研修についての説明 行程表や訪問先情報を共有しながら 

13:15 14:00 教師海外研修参加者の発

表（３回、発表７分＋質疑

応答６分） 

1  生徒に伝えたいウガンダでの肯定的な出会い 

２ ウガンダと日本のつながりと同一性 

3 生徒と考えたい課題 

1４:00 14:10 行政コース発表 全体発表 

14:１０ 14:15 講師挨拶 
 

14:1５ 17:00 セミナー 1．開会／ねらいの確認 

2．アイスブレイク 

・仲間作り＆仲間壊し  ・名刺はないけど自己紹介 

3．国際理解教育って何？ 

  ・どんな大人になりたい？（経験学習の４段階） 

  ・国際理解教育ちょっぴりレクチャー 

4．手法紹介その１（人権アクティビティ） 

  ・多様性について考えよう（派生図・対比表） 

5．手法紹介その２（環境アクティビティ） 

  ・環境問題について考えよう 

（ブレインストーミング・因果関係図・カード式分類法） 

６．ここからが本番！プログラムを作ってみよう 

  ・テーマを理解する ・ねがいを見極める 

  ・ねらいを定める  ・ストーリーラインを作る 

  ・アクティビティを当てはめる 

７．ふりかえり 

  ・学びとこれから 

17:00 終了 
  

 

 



 

＜セミナーの様子＞ 

         

 

教師海外研修 成果報告会（茨城県）・第 3回国際理解教育実践セミナー 

日時： 2025年 2月 8日（土）13：00～16：40 

会場： JICA筑波 

対象： 教師海外研修参加教員、教員、大学生、NGO/NPOスタッフ、JICA海外協力隊経験者、      

国際理解教育の実践に関心のある方など 

 

教師海外研修 成果報告会（栃木県） 

日時： 2025年 2月 22日（土）13：00～1６：00 

会場： とちぎ国際交流センター 

対象： 教員および国際理解教育に関心のある方など 

 


